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【課題の概要】 

 本研究は、２次元層状物質を用いた集積化可能な現実的なデ

バイス構造に基づいた２次元トンネルトランジスタを初めて提

案し、集積化したデバイスでの超低消費電力動作の実証を目指

すものである。 

 

【学術的意義、期待される研究成果等】 

 IoT デバイス普及の課題となっている電子デバイスの超低消

費電力化を実現しようとする社会的波及効果の大きい研究であ

り、研究チームは結晶成長からデバイス設計・作製までを網羅

している。同じ層状物質の積層数を制御することで生じるバン

ドギャップの違いを利用した「同一結晶面内接合」界面を用い

るという着想は高く評価でき、Si プロセスと転写を利用した集

積化プロセスなど、全体として研究計画は緻密である。デバイ

スの消費電力を 1/10 に低減できる集積化可能な２次元トンネ

ル FET の実現が期待される。 

 


